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I. 序 言

伝染病の成立を決定づける因子としては,病 原体

の宿主との相関関係に於ける侵入力であり,次 にこ

れに続いて来る発症力である.

発症力を決定する条件は病原体の各臓器への移動,

定着,増 殖力である.こ の病原体の各臓器への分布

を検索する事は指 し当つての重要な問題 となつて居

り,各 種の病原体に就いて研究がなされていろ.特

に全身感染をもつてその特徴とするチフス症におい

ては興味ある問題である.

菌の生体内分布を研究すろにあたつて,そ れを方

法論的に分 ければ,組 織学的に顕微鏡による方法,

各臓 器に於 け る生 菌数測定 方法更 に最近 で は

Radioisotopeを 指標 とす る追跡実験等である.特

にRadioisotopeに よる方法は現今その利用度が増

し,こ の方面の研究に於てもそれによる新知見が続

々報告されている.サ ルモネラ菌属をこの方法て追

跡した例は,僅 かに三橋等1)の 実験チフス症の研究

に見られ,又 教室中島2)に よつて, Sal. 57SをP32

をもつてラベルし,マ ウス体内に於ける各臓器への

分布に関する詳細な実験に接 し得るのみであろ.中

島はP32ラ ベルチフス菌における追跡の基 礎 的実

験を行い, 6～8時 間迄はか な り菌 とP32が 帯同

する事を結論 し,死 菌又は免疫 された動物体内では

これより長 く追跡 しうる事を推論している.し かし

著者等はP32ラ ベルチフス菌 を用いてマウス体内

における分布を敢えて長時間追跡を行つて,次 の如

き成績を得た.

Ⅱ. 実験材料及び実験方法

供試;教 室保存のSa1. 57Sを 用いた.

p32;英 国原子力会社より輸入せるものでH3PO4

の化学的性状のもので,使 用前にpH 7.2に 修正を

行つた.

マウス;体 重15g前 後の かなり一定せ るもの

を選び使用 した.免 疫を行 う場合にはSal. 57Sの

0.5mg/cc(食 塩水)浮 游液を0.3cc宛 腹腔内注射

を行い, 4日 間隔で4回 注射を行つた後, 20日 後供

試 した.

対照群実験法;

上記 菌液 浮游 液 と同じカウントを有する(G-M

各計測)P32稀 釈液を0.2cc各 種接 種法により注

射すろ.

P32量 測定法;処 定時間後マウス(1実 験例3匹)

を屑殺解剖を行い,肺,肝,脾,腎 を摘出し生理的

食塩水で洗滌後秤量 した.し かる後に一定量をキエ

ルダールコルベンにとり硫硝酸法による湿性灰化を

行つて燐モ リブデン酸 ア ンモ ンの沈 澱 とせ しめ

G-M管 で計測 した.
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P32標 識菌作製法及びマウス接種法

Ⅲ. 実 験 成 績

成績の表し方としては計測後のカウン ト数を各臓

器の単位重量当りに換算し,図 示 した.

A) P32の み注射 した実験成績腹腔内注射を行つ

た場合は5時 間ですでに最高値に達 しその後徐々に

減少の傾向をたどる.全 経過から見て肝に最 もP32

ipcurporateが 大 であり,脾 が これに継ぎ,肺,腎

においては少なかつた.(図1)

Fig. 1. P32-Intraperitoneal adminstration

皮下注射の場合は腹腔内注射に比して短時間の内

に稍々低値を示すが,著 明な差ではない.特 長とし

ては10時間に於て最高値を示す傾向がある程度であ

る.臓 器別では肝,脾 に多 く,腎 がこれに継いでい

る.(図2)

Fig. 2. P32-Subcutaneous adminstration

経口接種に於いては注入法の拙劣さによるものか,

かなり個体差のあるごとき成績を得た.各 臓器に於

ける最高値は臓器毎で見るか5～20時 間の内に現れ

る.

長時間では肝,脾,腎 が略々同程度のP32incor

porationを 示 した,(図3)

Fig. 3. P32-oral adminstration

B) 正常マウスに於 けるP32標 識Sal. 57S接

種の実験成績

腹腔内接種の場合, 5時 間で最高値を示しその後

徐々に減少を示すが,こ れの特長としては脾におけ

るP32 incorporationが 最高であり,こ の傾向は60

時間後においてもこの傾向を維持している.(図4)

皮下接種においては最高値に達する時間が10～15

時間でP32の みの場合 よりもやや遅れる傾向を示

した.臓 器別では,や はり脾においてP32が 多く,

肝が これに続いている,(図5)

経口接種の場合は実 験誤 差的傾 向が現れてい

るが,最 高 値 に達す る時間が臓器により遅れるこ

と,及 びP32の みの注射 に較 べてP32 incorpora-
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tionが 全般的に低いのが特長であつた.(図6)

Fig. 4. P32-labeled Sal. 57 Intraperitoneal 
inoculation (Normal mice)

Fig. 5. P32-labeled Sal. 57 Subcutaneous 

inoculation (Normal mice)

Fig. 6. P32-labeled Sal. 57 oral inoculation 

(Normal mice)

P32標 識菌接種の場合の長時間観察では, P32の

みの注射と比較 して経時的な減少度がやや緩徐であ

つた.

C) 免疫マウスに於 け るP32標 識Sa1. 57S接

種の実験成績

免疫マウス群に於ける実験 は何 れの場合 もP32

 incorporationが 低 く,図 表 に於ける縦軸は他の場

合の2倍 尺で示 した.

Fig. 7. P32-labeled Sal. 57 Intraperitoneal 
inoculation (Immune mice)

腹腔 内接種においては最高値 に至 る時間は他 と大

差ないが,そ の後のP32の 減 少 度 が緩 徐で ある.

臓 器別では脾 に おけるP32 incorporationが 著 明に

大 であ り,肝 が これに継 ぐP32量 を示 した.(図7)

皮下接種に於いては最高値に達する事なく経時的

に漸増する成績を得た.臓 器別では大差がなく,脾,

肝,腎 においてやや大であつた.(図8)

Fig. 8 P32-labeled Sal. 57 Subcutaneous 

inoculation (Immune mice)

経口接種においても最高値に達する時間が長 く,

 10～20時 間であり,そ の後のP32量 の推 移に於て

も減少が少なかつた.(図9)
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IV. 吟 味

Radioisotopeを 用 いて 菌の移行を追跡 する実験

はか な り報告がなされて いる.こ の 場 合 菌 に よ り

Radioiaotopeの 附 帯時間の差異が存 し,追 跡時間の

可能性限界 が存 する訳で,文 献的考察 を行 うと次の

如 くである. Ely3)はP32を 用 い大腸 菌,黄 色 ブ ド

ウ球 菌に於 いて6～7時 間と云い, Person4)はI131

を 用 いて 糸 状 菌 の 場 合30分 ～14時 間 の追跡を用 い

Heresy5),山 村 等6)はP32を 用 いて 結核菌(死 菌)

に おいて4週 間 の長期追 跡を行つてい る.又 教室 中

島2)はSal. 57Sに つ いで精細な実験 を行つてP32]

を 指標 として追跡す る場合 は8時 間以内が妥 当であ

ると述 べて いる.

Fig. 9. Pte-labeled Sa1. 57 oral inoculation

(Immune mice)

しかしP32が 短時 間 内はチフス菌と帯同 し順次

脚 は游離 しつつあるが,全 部 が游離する事はな

く, P32の みの場合とは些か異つた動行を示すであ

らう事は想像に難 くない.又P32が 菌よ り游離す

る場合も,す でに親和性臓器に至つておれば,そ の

場所にて游離 し,そ の臓器における代謝回転に捲き

込まれて行 く可能性が大である.か かる観点に立脚

して著者等は60時間の長時間追跡を対照例(P32の

み注射)と 比較 し,又 免疫群における傾向をも追求

して見た.

P32の みを注射 した 場合は何れの注射方法でも吸

収が早 く速かに各臓器へincorporateさ れる傾向に

あり,そ の後漸減して行 く,し かしSal. 57Sに 附帯

せる場合は各臓器のincorporateが 量的にも速度的

にもやや劣り,し かもその後の減少度が緩徐であり,

 P32が 菌を帯同している(正 確な追跡実験が可能な

程の割合でないかも知れぬ)か,又 定着臓器の代謝

回転に捲き込まれたものと考えられる,特 長として

脾におけるP32 incorporationが 大 な る事 も, Sal.

 57Sが 脾への親和性があり,こ こへ定着している事

を示すものであらう.又 免疫マウス群に おいては

P32 incorporateが 一 般に 低 く,接 種部位に固定さ

れる傾向(特 に皮下接種 に於いて)が 強 く,凝 集等

の機作によるものであらう.し かし腹腔を免疫の場

として腹腔内攻撃を行つた場合は脾に特異的な分布

を示 した.

経ロ接種は一般に誤差が多 く,実 験間の差異は余

り見 られなかつた.こ れはSal. 57Sに 附帯 したP32

が腸管内作用により游離 し易 くなつたとも考えられ

る.し かし免疫群で各臓 器へ のP32 incorporation

が低い事は, Sal. 57Sの 腸管よりの侵入が免疫によ

る障壁によつて全 く閉ざされたのではなからうかと

考える.

V. 結 論

P32加 ブイヨン培地に18時 間培養することにより

得られたSal, 57Sを マウスへ種々のrouteに よつ

て接種を行い.各 臓器への分布状態を60時間に亘つ

て追求 し次の結論を得た.

1. P32標 識Sal. 57Sを マウスに接種した場合は

P32を 接種 した対照に比して 経時的な減少度が小で

あつた.又 脾 にお けるP32量 が特異的に大てあつ

た.

2. 免疫マウス群接種に於いては経時的な減少度

が更に小であり, 30時間以後の変動が少 く,皮 下接

種の場合は逆に徐々に増加する結果を得た.腹 腔内

攻撃を行つた場合は脾 に おけ るIncorporationが

特に大てあつた.

稿を終るにあたり御懇篤なる御指導並びに御校閲

を賜つた恩師村上教授に深甚の謝意を表し,又 実験

に際し援助を頂いた柿木寿太君に感謝致します.
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Further Studies on Distribution of P32 Labeled

Salmonella in Mouse

By

Tadaatsu NAKASHIMA

Yoshiaki KUKIDA

Kazuyoshi JINNAI

Tanenori TANAKA

Yasuhiro KANEMASA

Department of Microbiology, Okayama University Medical School

(Director: Prof. Sakae MURAKAMI)

In order to ascertain the distribution of bacteria introduced into an animal body, the 

author carried out the further studies on this subject. The movement of bacteria into liver, 

spleen, kidney and lung was traced by observing the radioactivity of P32 up to 60 hrs. P32 

labeled Salmonella 57 S were obtained by culturing the organism in bouillon media for 18 
hrs to which P32 was added, and were injected into body of mouse through various path

ways. The following results were obtained.

1) The rate of reduction of P32 in various organs was slower in the case of P32 labeled 
Sal. 57 S than in the case of direct injection of P32 into body. The amount of P32 in the 

spleen was found to be specially high.

2) The rate of reduction of P32 was much slower in the mice that were previously 

immunized against organisms. The reduction of radioactivity on the various organs was not 

observed 30 hrs after injection. The radioactivity on organs were found to be increased in 

the case of subcutaneous injection after 30 hrs as above. The concentration of P32 was espe

cially high in spleen when the organisms were injected intraparitoneally.


